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1950年9月 23日浅間山爆発調査報告

J 軽井沢渡.IJ候所

S 1. 爆発前の浅間山の活動

1947年8月14日の爆発後1949年3月10日まで全く千・静を保った浅間山は 3月10日以降10月24日ま

で、に大小237回の爆発を続け，その後再び、千穏になったが，内部的活動扶況は弐のようであうた。

10月以降夜間時々山頂がほのかに明るくみえ，ある時は頂とより 300----400m もの上空が明るく

見えたとともあった。 1950年2月 7日火口調査を行ったととる，火口底の中央よりやや北北東寄り

にしゃくかっ部がありかなりの勢で火焔を噴出し主動部とも認められたが，底全体は噴煙のために

認めるととはできたかった。

チくに2月25日は噴煙なく天候にめぐまれ，調査の結果火口氏の模様(寝買:1)は前記主活動部と

認められたしゃくかっ部の周囲は潟異のごとくドーナッツのような輪をなし丸ゆ!とを帯び前回よe りや.

や上昇しているととが認められた。

その後数回に亘って登山調査したのであるが，天候や噴煙にわざわいされて完全に火口内を観測

するととはでう来なかったが 8月16日----17日の調査によれば火口氏はますます土昇しJ深さ 160m

のものが1OOni近くまでになってきたので主活動部の周囲は中心に向ってくずれは、じめく寓買:2.) 

しゃくかっ火焔をふき出していた。とれにより大爆発が予想されたので，その後火。観測に噴煙観

測に叉微動観測に常に細心の注意をはらっていた。

S 2. 9月23日の爆発

9月23日04時37分大音響と共に爆発し，握、jJな爆風と丈鳴動をともない，噴煙は高さ6000mに速

し，山体は4'"'-'5合目まで火の海と化した。

当測候所は這分分室及び官合をふくめて，ガラス戸，窓などを破壊され壁4主irを打ち抜かれた。

く潟異5，6)た沿登山ヰ!の高校生7名中 1名死亡6名負傷のぎせい者を出した。

当測候所陀於ける観測結果を示せば

爆発地震の発震時 23日04時 37分 09秒7 (追分分室)

同 最大振rlJ 237ミクロン(東西動)， 135ミクロシ(南北動)。

鳴勤時間 、約1時間，最も甚だしき時間20分

噴煙の流れた方向 東~東南東

降友の始めの時刻 05時25分

降友の終った時刻 07時 50分
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験 霞 時 .報

降五lミ量，新聞紙2頁に 36瓦

大爆発直後山頂調査に向ったが， 29日まで、は頂をきわめるととができなかった。 29日好僚件にめ

ぐまれはじめて火口観測に成功した。調査の結果は寛外にも前記主活動部と見られたしゃくかっ部

はなくなり，火口底一面平となり爆発前よりもな長上昇して烏りく寝異3，4)，しゃくかっ部に代っ

て火口底南東側及び南西側に相当強力に噴出する噴気子じを認めた。 く後記踏査報告参照)とのよう

な吠態で近日中に再爆発する沿それが認められ;10月4日には 2回目の爆発があったが雨天のため

爆音を聞いたのみで欣況を知ると之ができたかった。

今回の爆発は前記主活動部が失第に埋淡されてふさがったか，叉は強カな内部活動によっで火口

氏に堆積された多量の熔岩の噴出によるもので，噴出物はかなり多く近年にたい大爆発といえよ

う。ととに噴煙流向側よりも反対側に被害の多かったととは注目される。

高さ6000inに達した噴煙は多量で噴煙頂上はかなりの広範囲に拡ったととは事実であるが西側湯

の千，天狗の露路，石曾:山附況に主として大きな岩が落下したととは，前記南東側噴火口(寓異4)

の活動が他より強力で、あうたため南西火口壁上部を(寝買:9)けづりとは、し，た治前掛山!頁をもけ

づりとばしている点よ。りみて南東火口より噴出した熔岩は主として湯の千，天狗の露路，石曾:rJr附

近に降下したものと推定できるく後記踏査報告参照う。

また爆風の被害も新旧軽井沢に比し小諸町のガラス被害が多かった点から見てもいかに南東側火

口が強力に活動したかが想像できるD な1沿§爆発I前j拍諸b官.後の軽井沢i誤拠測H則則lリiJ11候民j所1予升)片?に3沿§ける火山性徴動観測表及びび司

気象観測表をチ弐くに示す。
火山性微動観測表
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1950年 9月23日浅間山爆発調査報告一一軽井沢測候所

爆発当時の気象表
9月23日

i¥1111h12h1344h  i5h16h|7h l酔 l酔 110h 111'h卜2h
気圧(基準面〕 897m.b01: 897.0 醐 8い96剖即 7 899.1 897.4 897.2 896.6 

気温 5.81 5.4 4.9i 4.81 日 6.81 ，8.31 8.9 13.3 18.3 21. 0 18.9 

湿 度
~396mw  

971 92 801 74 671 641 64 

風 rJ'T] N ! NNW I NNW 1 N 1 NNW W I NW  WSWIWSW 

JA 0.9i 1. 5 2.2 ' 3.2 

~ 3. 浅間山麓東側踏査報告 菅原技官ぺ土橋技官，中里技官による。

、爆発の翌日 (9月24日〕浅間山麓東側;千ケ滝，峯の茶屋，浅間山3，..，.，4合目迄北軽井沢一軽井沢

く草軽電鉄沿線〉を調査すべく出発した。

星野温泉(測候所の北約2km宇〕の上，千ケ滝文化村附近に至ると雨に打たれた道路上に真新ら

しい砂磯がノミラパラ降下して公り，その中にポッシポッシと母指大の降石も認められた。と乙より

約1km国土計画株式会frtt千ケ滝事務所前(浅間山火口より i直線約8km，測候所より 3km余)に

も母指大からマッチ箱位の噴石が降下していた。同事務所員の談によると爆音と同時に山を見ると

噴煙は高く登り所々チャカチャカ光って花火のようで山は5，6合目まで赤く火の海のようでとの時

より約10分位して屋根にパチ γパチ γと石の降る音が始った。-前の林のため爆風の被害はなかった

とのととである。ごとで乗合自動車に乗り峯の茶屋に向った口峯の茶屋の前やーノ鳥居前の道路や

林の中にはマッチ箱大の石が降下し中にはとぷし大のものもあり道路上に白く浮いているのが自に

ついた(寝異7参照〉。峯の茶屋では降石のため亜鉛ぷき屋根のーケ所が打ち抜かれていた。浅間登

山道を峯の茶屋より登り小浅聞の南側(峯の茶屋より約500m)に至ればとぶし大の噴石が点々と

して道路上に降下していた。二の鳥居(附図参照に附近に至ると降、石の大きさに沿いては余り変化

していないが地面には 10，..，.，20cm位のすりばち型のあたが相当あいていた。

ととより先方5，，-，600m行くと降石が少なくなってきたがとれは降石区域の北の境に近づいためで

あろう o 続く急:坂を進み二の鳥居lli:くなると，あちとちに直.径1m，深さ 50cm位のす、りばち型の

あたがあ-り，マッチ箱位からとぶし大位の石は無数に落ちていた。三の鳥居を過ぎるとI直径2"-'3m ， 

深さ 50--60cmのものはあちとちに見受けられととより飛散した破片は再び烏の砂あびの跡のよう

に無数のあたをあけて沿り，大きな穴の周りにはー斗だる大の石が飛散していた。

ととより先6，7合自に至れば降石の数は多く大きく前後左右に至るととおあたで・直・径は3--4mの

もの多く中には 5"-'6mの大あなもあった。降石はまだ冷えきらずあるものは悪臭と共に蒸気を吹

骨東京管区気象台観測課，
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験 震 時 報

き靴の底まで暖みを感じた。小石も熱くてにぎれない伎のものもあった。すでに噴火して30時間経

過していてととに23日夜雨が降ってい右のである。

Fig. 1. pistribution .of Ash~faH 

ζ 乙より:先}東前掛山の麓，噴石はますます多ぐ16時霧が瞬間的に晴れて東前掛のJ民主を見るとと

ができた。山鳴りは、聞えたいが噴煙は依然とじて多くもうもうとして700""800米，もθ高きに上って

公り東前掛とご段のrl.:i肌は無数のを穴があきあるものは蒸気を噴いていたふととより南東方に下り

大窪沢の:民主標高1900m附近はも直径6~7m の大あながあり附近は3~4Ìl1のあながかなり多く j と

のあたの周囲に飛散した焼石は見事なパン皮放火山弾をなしていた(寝頁:10.参照)0'どれより東北
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1950年 9月23日浅間山爆発調査報告Lー軽井沢測候所

東(標高1900niの線に沿う〉に進み中腹を横断して二の鳥居を経て峯の茶屋についた。

峯θ茶屋を出て間もなく二子指大より母指大の降石多く地面.を沿沿い雑木は葉を落，され道路主治長

っている。千ケ滝上方に至れは.とぶレ大のもの多く，降りるに従ってその量は減じた占以上D調主主

に止り東側山麓は噴煙の中心と忠われるととろは火口より東南東大窪沢の頂上より千ケ滝を結ぶ線

であ石亡とが認められた。

S 4. 浅間山頂踏査報告小rJJ技官，池田技官による。

爆発の翌日午前10時l/J頂調査のため峯の茶屋よ.り登山した。

東前掛山頂附近の急:勾配にはl直径 2.2m，高さ 1mの‘火山弾が目立ち次第に火山弾穴が多くあた

叉あなで眼下の黒豆河原に火山弾が無数に転げ落ちているのが見られた。との辺より登山道は火山

時のため破壊され東前掛山:廷を越えると新らしい火山弾が一面に有り附近は余熱のために風はたま

熱く，足が熱く，火山閣の平均の大きさは L8m位で最天は， 2.8m高さ L9mであった。

山J虫に、達する急:斜面をはい上りながら山はだに耳をつけると気味悪い鳴動が聞え"ー居の恐怖を

感じながら南東火山壁に達した。

問題の火口底並に火口壁は白煙極多量のため観測できず，火口壁を南に廻ると 2'"-3ケ箇の中程

度の火山弾が見られた。従来石河原であったのが今回は一面海岸の砂浜のようで前夜より今朝に掛

けての降雨にもかかわらず(爆発後30時間経過)砂酉温度は 26度7であり気温は6度2であった。

鳴動は8月17日の火口調査の時よりも弱くロケタト機の爆音の汝fIく聞え火口底は相当深くなったも

のと推定された。

火口壁を南西に廻るにつれ火山蝉が多く叉大きい最大はl直径 5.7m;高さ 2.65mで今度の爆発

は主に南西方向に噴出したものと息われた。西側の前掛山の柱朕節理は 2本も破壊されていた占手

拭を通して亜硫酸ガスの臭気が鼻をつき，風の吹き具合で，僅かた合間だけ内壁が姿を現わdした。

火口壁を離れ北西小諸口登山道に出ると，爆発前はとの附近に高さ 2m位の大石が見られたが，

火山弾並びに火山砂のためにうづめられたのか見当らなかった。前掛山の柱扶節理の北側のはじに

は水蒸気が噴出して沿り水蒸気は爆発前よりも多かった。前掛山中腹以上は火山弾のため登山道は

破壊され妻の河原までは 30'"-40cmの石が多く饗の河原から湯の干に掛けて2'"-3mのあたが点々と

してあり湯の干の草原地帯に火山弾の落下により黒くやけている所が見られたD

湯の干の火山弾の穴は直径30mくNS)20m (E W)深さ 3.87m，(寝買:14参照)でとの度の噴火

の最大と思われる。あなの中の石はまだ手も触れぬ{立の熱さで.むき出された表土か邑は家々と蒸気

が立っている。石の高さは2m位で、直径 2.5mその外にI直径 1m位の石が3，4ケあり落TFrcより破

壊飛散されたと思われる火山障を推定Tると約5m{立のl直径と忠われるとの穴は火口より南西2km

eの地点にある。
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黒斑UJ(第1外輪山)中腹以上までも2'""3mのあなをうがち長坂はごの鳥居ー(小諸登山口)附近

まで火山弾あなが点々とあった。天狗の露路から南側前掛山中腹に登り{弗岩に向ったとの南側は火

山弾が割に少なく最大直.径4m位のものがあり南々東附近が柏、々大きな石が降りまた量も多くあた

の最大は直.径 11m位もあった。南南東側血の池附近にも所々火山弾穴があり火口より約 3km仕

の血の滝東側に直径2m位の火山弾がみられた。とれより追分までは降友が徴重であった。

~ 5. 浅間山東方踏査報告遠山技官，渡辺技官による。

9月23日の爆発による降友砂範囲猷況を調査すベく25日浅間山東方の軽井沢町北部及び群馬県界

を踏査じた。

，.--¥ 
，，-・~-\--

Fig. 2 Distribution of Stone-fall 

星野温泉南側の道路を小瀬温泉に向うと星野温泉東約100m附近からボツボツ降友が認められて

プザ粒大から大豆大が道路附51Iに認められた。グリーンホラノレ東方附近と思われる処からは真白に

砂礁があり二fケ滝(湯J[!)温泉附近の橋上は殆んど砂礁のみで 1182gfmへととからさらに 500m-
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1950年 9月23日浅間山爆発調査報告で一軽井沢測候所

北東の橋の上でも 1372g/m2 で小瀬漏泉附況は最も多く普通大豆宍から梅干大のものが散在し

2138g/m2だった。 小瀬温泉から東北長日向に向う途中は比較的少なく梅干大の石がまばらに見受

けられたロ長日向附近の高所は鶏卵大の石が散見され，..t]¥瀬小学校附i庄の低地のお落で・はドグ γ屋

根を打ち抜かれ(約5cm)たととろもあった。最も大きい石は 13crri，llcmで、野菜類は一面に虫に

喰われたように小石のためにあたがあけられていた。附近の人:遣の話ではとの部落附近から北約

500m以内が最も大石が降ったという話であった。

ととから白糸滝に進路をとり北側の降友線を探ぐるべく進むと白糸滝の手前からはほとんど降友

砂は認められなかった。さらに引返して長日向がら草軽電鉄に沿いつるだまり附近までは梅干大か

ら普通大豆大の小石が多く南に来るに従って共第に少なく離U-I北側は降次で一面買.白になってい

た。三笠附近は僅;J、の降友だけで、あった。

~ 6. 軽井沢鉄道線路南側踏査報告 森泉技・官，池田技官による。

爆発による降友量及び範囲状況調査のため 9月25日鳥井原，油井，杉瓜上， ド発地，馬取，南軽

井沢，根津南ケ丘，塩沢の順に踏査した。降雨のため降友の採取はできなかったが，降友量は多，

中，小，微に大別した。

鳥井原部落は降友量小量，被害は相当ある見込;油井部落は降友量:小量，被害はガラス，障子，

雨戸等iCD破損若干;杉部落は降友量微量，ガラスの破損も微量;下発地部落'は降次量は微量，被害

は僅小;ーと発地部落は降友量微量，周囲がLlJなので、被害なく，朝日のものが落ちた程度; 鳥取部落は

降友量は微量，被害僅少;南軽井沢部落は降友量小量，附近一帯白ぐなる程度，被害僅少の見込;

根津部落は降友量;多量イ被害僅小の見込み;南原部落は降友量多量，被害は相当ある見込み;塩沢

昔s落は降友量やや多量，被害は若干あり(ガラス488枚，障子9本，雨戸25枚破壊の報告があった)0

~ 7. 火口底調査報告 中里技官，小山技官による。

9月29日l噴煙も漸く一段落ちつき，天候も快晴なので火口氏調査に出発した。

2月25日登山じたときは火口氏中央にドーナッツ型の隆起を認めたがその後火口底は8月17日迄

に相当の上昇を示しドーナッツ型もやや変化した。 9月23日の大爆発後25日2回微噴あり現在の火

口底となった。今迄は大体大爆発後は爆発の主要活動部の一つあるいは二つが大きくあたをうがち

噴煙を多量に噴出しているのが例であったが今回の大爆発に対してば東，南西部に若干rの噴気ガス

を噴出して語り，中央部は一様に上昇して中心と思われる部分より西部にかたり明瞭にしまが出て

いた。それは熔岩流の国結したようにでとぼとな波扶を示して語り，叉中央付:にき裂部が見受けら

れたく寓買~ 3)。ととに底部隆起と火口壁の境界は明瞭で・金環蝕のコロナのようにみえた。叉噴出孔

は東側上部 2 ヶ所北側2--3ケ所認められた。その他南西部火口壁が爆、発の際けず、られた(寓買~9 )0 

~ 8.、浅間山西部踏査報告 土橋投官，ヰI里技官，小rJI技・官による。
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9月23日爆発後天候の関係で西部地区の調査は完全には行われていなかったので10月14日調査を

行ったム

血の滝の入口に蓮ずると直径2m"深さ50cm程の火山弾の穴があうた。ととから火口まで、は直-線

距離3km余。沿はぐろ池の西端の湿地にはかなり大きい石の落下した跡があり， 1直径9m，深さ2

mの大穴があいて附近にはにぎりめし大の石がかなり降下していた。-石曾:山頂まで・の雑木林中には

点々と1--2mの穴がみられたが山虫には案外少なく，山頂より北に天狗の露路に向，う途中には?大き

な石がかなり降下していたく馬異11，113)。天狗の露路の中央を通じる道路匂左側の林の中には火

山弾が降下レ樹木をかなり損傷し大あながあいているのがみられた(寓異12)。との附近より降下

した石は弐第に大きく叉数も増して，湯の干の火山館に室る道はあなど石と雑木の倒伏であれてい

た。火山館の前の庭にも 2m余りの穴があき，側の小屋は宇分破壊されていた。火山館北東 100，m

(湯の千浅間設山道〕には今閉の最大のものと思われる大穴(馬虞 14)があいて烏り l直径は 30m

もあった。ととより再び天狗の露路に戻った口その附近の吠況を寝真11"-' 15に示す。

The Eruption of Mt. Asama 

Karuizawa Weather Station 

Vo1cano Asama made a great eruption at 04h 37m， Sept. 23， 1950 

and wind-blast， rumbling， stone erilission and ash-fall' were accompanied 

with the eruption.‘Some damage 、andcasualtieswere resuIted by the 

eruption. In this paper， state of crater-bottombefore and after the erup-

tion， earthquakes， smoke， stone emission， ash-fall and司damageat the 

time of eruption were investigated. PhOtOgd:lphs of the eruption are 

shown at the top of this Journal. 

/ . 
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